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A. 研究目的 

 マダニは種々の感染症を伝達することが知ら

れている．日本では，1980 年代に日本紅斑熱

が，2013 年には重症熱性血小板減少症

（SFTS）がダニ媒介性の新興感染症として報

告された．私たちが生活する環境中に生息す

るマダニは，未知の感染症を引き起こす病原

微生物を有する可能性がある．昨年度の本研

究課題で，私たちは京都の北区の山間部で採

取したフタトゲチマダニ（Haemophysalis (H.) 

longicornis）から，未知のウイルスを分離した．

本年度は，このウイルスの種を同定することを

研究要旨：昨年度の本課題研究において，京都市北部の山間部で採取されたフタトゲチマダニ

（Haemophysalis longicolnis）から，未知のウイルス種を分離した．マダニから伝播される既知のウイ

ルス種やリケッチアの遺伝子検査は陰性であったため，次世代シークエンス反応によりRNAの網羅

的な解析を行ったところ，オルソミクソウイルス科に属するトゴトウイルス（THOV）に近似する遺伝子

配列が検出された．本ウイルスのTHOV核蛋白質（NP）に対するペプチド抗体を作製し，ウイルス感

染細胞を免疫染色したところ特異的な反応が認められた．さらに，本抗体を用いて，ウイルス感染

細胞の抽出液をウエスタンブロット解析したところ，約 40kDa の蛋白質が特異的に反応した．THOV

は，アフリカでは人獣共通感染症であることが報告されており，日本における本ウイルス感染症へ

の対策を検討する必要がある． 
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目的とした． 

 

B. 研究方法 

1)分離した微生物の同定 

分離微生物について，ダニ媒介性脳炎ウイ

ルスや SFTS ウイルス，リケッチア等のマダニ

媒介性感染症を引き起こす病原体の遺伝子検

出を試みたが，全て陰性であった．そこで，培

養上清中に存在する分離微生物の RNA を抽

出し，次世代シークエンスにより分離微生物遺

伝子の網羅的な解析を行った． 

 

2)分離した微生物に対するペプチド抗体の作

製と，それを用いた分離微生物抗原の解析 

次世代シークエンスにより同定した分離微

生物の構造蛋白質のアミノ酸配列を有するペ

プチドを作製し，ウサギに投与し抗分離微生物

抗体を作製した．作製した抗ペプチド抗体を用

いて，感染 VeroE6 細胞の当該微生物蛋白質

の発現を免疫染色法（IFA）により確認した．さ

らに，感染細胞中の当該微生物蛋白質をウエ

スタンブロット解析した． 

 

3)マダニの当該微生物保有状況の調査 

 当該微生物が分離された京都市北区の山間

部において，春から秋にかけて優占する H. 

longicolnis と秋から冬にかけて優占する H. 

flava を採取し，逆転写ポリメラーゼ増幅反応

（RT-PCR）により当該微生物の遺伝子の検出

を行った． 

 

（倫理面からの配慮について） 

 該当しない． 

 

C. 研究結果 

1) 次世代シークエンスによる網羅的解析の

結果，オルソウイルス科のトゴトウイルス

（THOV）の6つのセグメントRNAが検出された

（ Hl-Kamigamo-25 株 ） ． THOV 

Hl-Kamigamo-25 株 と ア フ リ カ 分 離 株

（DakAry189, 2A, IbAn39048, UGV-70 および

DakArB85/10E 株 ）およびヨーロッパ分離株

（193.174 Poti503 および SiAr126 株）の分子系

統樹解析を行ったところ，京都で分離された本

株はアフリカ株やヨーロッパ株とは異なるクラ

スターを形成していた（図１）． 

 

2)図 2に THOV Hｌ-Kamigamo-25株のヌクレオ

キャプシド蛋白質（NP）のアミノ酸配列を示す．

N 末端の 17 アミノ酸からなるペプチドを合成し，

ウサギに接種して抗 THOV NP ペプチド抗体を

作製した．作製した抗 THOV NP ペプチド抗体

を用いて，THOV Hl-Kamigamo-25株の非感染

Vero E6 細胞（図 3A）と感染細胞（図 3B）を抗

原として IFA を行った．図 3B で観察されるよう

に，感染細胞の細胞質に THOV NP が検出さ

れた．次に，ウエスタンブロット解析を行い，

THOV NP を検出したところ，感染細胞の溶解

液中にのみ約 40kDa の THOV NP が検出され

た（図 4，レーン 2）． 

 

3)京都市北部の山間部で採取した２種のマダ

ニ種において，THOV の遺伝子保有状況を

RT-PCR により調査した（表１）．H. longicolnis

では 104 個体中 2 個体（1.92%），H. flava では

259個体中１個体（0.38%）が THOVの遺伝子を



 65 

保有していた． 

 

D. 考察 

 以上の結果から，昨年度，京都市北区の山

間部で採取された H. longicolnis から分離され

た微生物は THOV であることが明らかとなった．

THOV は，ウシやヒツジ等の家畜や野生動物

に感染し，流産を引き起こす．また，アフリカで

は2例のヒト感染例が報告され，内1例が死亡

例であった．したがって，THOV はマダニ媒介

性の人獣共通ウイルス感染症である．しかし，

日本における THOV感染の実態は不明である．

今後，ヒトを含めた各種動物での感染状況を

調査するとともに，その病原性について検討す

る必要がある．京都の北部の山間部で生息す

るマダニは，春から夏にかけて H. longicolnis

が優占種であり，秋から冬にかけて H. flava が

優占種となる．THOVの遺伝子は，両種におい

て検出されており，一年を通してマダニから感

染する可能性がある． 

THOV を含め，病原体分類表に記載のない

病原微生物についての取り扱いについて，早

期の対応が必要である． 

 

E. 結論 

 京都市に生息するマダニから，これまで分離

報告のなかった THOV を分離した．したがって，

日本の自然界に生息するマダニは，ヒトに感

染症を引き起こす，未同定の病原体を保有す

る可能性がある． 

 

F． 健康危険情報 

THOV の動物やヒトへの病原性は不明であ

る．しかし，日本の自然界に生息するマダニは，

THOV を保有することが明らかとなったため，

今後，注意を喚起する必要がある． 
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